
　
　

　
　

広
島
県
は
契
約

広
島
県
は
契
約
率率
㮇
％％
41.441.4

総 務 省
6月末時点

年
度
公
共
事
業
施
行
状

㮇
年
度
公
共
事
業
施
行
状
況況

2222

総
務
省
は
、
地
方
自
治
体
を
対
象
と
し
た

　
総
務
省
は
、
地
方
自
治
体
を
対
象
と
し
た
２
０
２
２

２
０
２
２
年
度
第

年
度
第
１
四
半
期
（

四
半
期
（
４
～
６
月
）
に
お
け
る
公
共
事
業

月
）
に
お
け
る
公
共
事
業
等

の
施
行
状
況
を
取
り
ま
と
め
た
。

の
施
行
状
況
を
取
り
ま
と
め
た
。
６
月
末
時
点
に
お
け
る
全
体
の
契
約
率
は

・

月
末
時
点
に
お
け
る
全
体
の
契
約
率
は
　
・
７
％
と
な
り
、
前
年
同
期
に

％
と
な
り
、
前
年
同
期
に
比

4545

べ
て
べ
て
０
・
７
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。
中
国
地
区
の
県
別
の
契
約
率
を
み
る
と
、
鳥
取
県

・

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。
中
国
地
区
の
県
別
の
契
約
率
を
み
る
と
、
鳥
取
県
　
・
５
％
、
島
根
県

％
、
島
根
県
　
・

4141

4545

５
％
、
岡
山
県

・

％
、
岡
山
県
　
・
８
％
、
広
島
県

・

％
、
広
島
県
　
・
４
％
、
山
口
県

・

％
、
山
口
県
　
・
４
％
。
政
令
市
で
は
岡
山
市
が

・

％
。
政
令
市
で
は
岡
山
市
が
　
・
９
％
で
、

％
で
、
広

4141

4141

5151

4040

島
市
が

・

島
市
が
　
・
５
％
を
示
し
た

％
を
示
し
た
。

5757

こ
の
調
査
は
、
全
国
の

　
こ
の
調
査
は
、
全
国
の
地

方
自
治
体
に
お
け
る
公
共

方
自
治
体
に
お
け
る
公
共
事

業
等
の
施
行
状
況
を
集
計

業
等
の
施
行
状
況
を
集
計
し

た
も
の
。

た
も
の
。
６
月
末
時
点
に

月
末
時
点
に
お

け
る

年
度
繰
越
分
と

け
る
　
年
度
繰
越
分
と
　
年

2121

2222

度
予
算
の
合
計
に
あ
た

度
予
算
の
合
計
に
あ
た
る

「
予
算
計
上
等
額
」
や
、
「

「
予
算
計
上
等
額
」
や
、
「
契

約
済
額
」「
支
出
済
額
」
を

約
済
額
」「
支
出
済
額
」
を
そ

れ
ぞ
れ
調
査
し
、
「
契
約
率

れ
ぞ
れ
調
査
し
、
「
契
約
率
」

や
「
支
出
済
額
の
割
合
」

や
「
支
出
済
額
の
割
合
」
を

算
出
し
て
い
る

算
出
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
全
体
で
は

　
そ
の
結
果
、
全
体
で
は
予

算
計
上
等
額
が

兆

算
計
上
等
額
が
　
兆
１
３
１
３
７

2222

４
億
円
、
契
約
済
額
が

億
円
、
契
約
済
額
が
　
兆
1010

１
１
６
２

１
１
６
２
億
円
、
支
出
済

億
円
、
支
出
済
額

が
１
兆
６
２
５
４

６
２
５
４
億
円
。

億
円
。
率

に
換
算
す
る
と
、

に
換
算
す
る
と
、
６
月
末
月
末
時

点
の
全
体
の
契
約
率
は

点
の
全
体
の
契
約
率
は
　
・
4545

７
％
（
前
年
度
繰
越
分

％
（
前
年
度
繰
越
分
　
・
6868

２
％
、
当
年
度
予
算
分

％
、
当
年
度
予
算
分
　
・
3636

６
％
）
を
示
し
、
前
年
同

％
）
を
示
し
、
前
年
同
期

値

・

値
　
・
０
％
を
％
を
０
・
７
ポ
イ

4545
ン
ト
上
回
る
結
果
と
な

ン
ト
上
回
る
結
果
と
な
っ

た
。
ま
た
、
支
出
済
額
の

た
。
ま
た
、
支
出
済
額
の
割

合
は
、
前
年
同
期
と
比
べ

合
は
、
前
年
同
期
と
比
べ
て

０
・
５
ポ
イ
ン
ト
下
降
し

ポ
イ
ン
ト
下
降
し
、

７
・
３
％
を
示
し
た

％
を
示
し
た
。

中
国
地
区
の
状
況
を
み

　
中
国
地
区
の
状
況
を
み
る

と
、
契
約
率
は
鳥
取
県

と
、
契
約
率
は
鳥
取
県
が

・
　
・
５
％
（
前
年
同
期

％
（
前
年
同
期
値

4141
・
　
・
９

％
）
、
島

根

県

％
）
、
島

根

県

が

4343
・
　
・
５
％
（
同

・

％
（
同
　
・
５
％
）
％
）
、

4545

4747

岡
山
県
が

・

岡
山
県
が
　

・
８
％
（
％
（
同

4141

・
　
・
１

％
）
、
広

島

県

％
）
、
広

島

県

が

3737
・
　
・
４
％
（
同

・

％
（
同
　
・
５
％
）
％
）
、

4141

4242

山
口
県
が

・

山
口
県
が
　

・
４
％
（
％
（
同

5151

・
　
・
４
％
）
。
都
道
府
県

％
）
。
都
道
府
県
平

5151均
は

・

均
は
　
・
６
％
を
示
し
、

％
を
示
し
、
山

4545

口
県
以
外
は
こ
れ
を
下
回

口
県
以
外
は
こ
れ
を
下
回
る

契
約
率
と
な
っ
た

契
約
率
と
な
っ
た
。

ま
た
、
政
令
市
で
は
岡

　
ま
た
、
政
令
市
で
は
岡
山

市
が

・

市
が
　
・
９
％
（
同

・

％
（
同
　
・
４

4040

4545

％
）
で
、
広
島
市
が

・

％
）
で
、
広
島
市
が
　
・
５

5757

％
（
同

・

％
（
同
　
・
２
％
）
。
政
令

％
）
。
政
令
市

6060

平
均
は

・

平
均
は
　
・
８
％
だ
っ
た

％
だ
っ
た
。

5252

こ
の
ほ
か
、
政
令
市
を
除

こ
の
ほ
か
、
政
令
市
を
除
く

市
町
村
の
契
約
率
を
集
計

市
町
村
の
契
約
率
を
集
計
す

る
と
、
鳥
取
県
が

・

る
と
、
鳥
取
県
が
　
・
０
％

3838

（
同

・

（
同
　
・
７
％
）
、
島
根
県

％
）
、
島
根
県
が

4444
・
　
・
７
％
（
同

・

％
（
同
　
・
８
％
）
％
）
、

4141

4949

岡
山
県
が

・

岡
山
県
が
　

・
３
％
（
％
（
同

3838

・
　
・
４

％
）
、
広

島

県

％
）
、
広

島

県

が

4242
・
　
・
３
％
（
同

・

％
（
同
　
・
０
％
）
％
）
、

4141

4242

山
口
県
が

・

山
口
県
が
　

・
６
％
（
％
（
同

4242

・
　
・
３
％
）
。
市
町
村
平

％
）
。
市
町
村
平
均

4747は

・

は
　
・
２
％
と
な
り
、
い

％
と
な
り
、
い
ず

4343
れ
も
平
均
値
に
と
ど
か
な

れ
も
平
均
値
に
と
ど
か
な
か

っ
た
っ
た
。

中
国
地
区
の

　
中
国
地
区
の
６
月
末
時

月
末
時
点

に
お
け
る
施
行
状
況
は
次

に
お
け
る
施
行
状
況
は
次
の

通
り
通
り
。

　
▽
団
体
名
＝
①
予
算
計

▽
団
体
名
＝
①
予
算
計
上

等
額
②
契
約
済
額
③
支
出

等
額
②
契
約
済
額
③
支
出
済

額
の
順
（
※
い
ず
れ
も
前

額
の
順
（
※
い
ず
れ
も
前
年

度
繰
越
額
含
む

度
繰
越
額
含
む
、
単
位
億
円

単
位
億
円
）

【
県

　
【
県
】

▽
鳥
取
県
＝
①

　
▽
鳥
取
県
＝
①
９
４
４

９
４
４
②

３
９
２

３
９
２
③

▽
島
根
県
＝

③
　
▽
島
根
県
＝
①

5151

１
３
０
０

１
３
０
０
②
５
９
２

５
９
２
③
１
１

５
▽
岡
山
県
＝
①

▽
岡
山
県
＝
①
９
３
５

９
３
５
②

３
９
１

３
９
１
③

▽
広
島
県
＝

③
　
▽
広
島
県
＝
①

8484

２
２
５
４

２
２
５
４
②
９
３
２

９
３
２
③
１
４

４
▽
山
口
県
＝
①

▽
山
口
県
＝
①
１
１
８

１
１
８
４

②
６
０
８

６
０
８
③
１
２
１
２
８

【
政
令
市

　
【
政
令
市
】

▽
岡
山
市
＝
①

　
▽
岡
山
市
＝
①
８
５
５

８
５
５
②

３
５
０

３
５
０
③

▽
広
島
市
＝

③
　
▽
広
島
市
＝
①

5757

１
４
２
１

１
４
２
１
②
８
１
７

８
１
７
③
１
６

２

総
合
評
価
方
式
は
施
工

　
総
合
評
価
方
式
は
施
工
体

制
確
認
型
で
最

制
確
認
型
で
最
大
　
点
を
配

点
を
配

7373

分
。
賃
上
げ
実
施
企
業
に

分
。
賃
上
げ
実
施
企
業
に
対

す
る
加
点
も
行
う
。
ま
た

す
る
加
点
も
行
う
。
ま
た
、

同
工
事
の
設
備
工
事
に
つ

同
工
事
の
設
備
工
事
に
つ
い

て
は
入
札
時
積
算
数
量
書

て
は
入
札
時
積
算
数
量
書
活

用
方
式
を
採
用
。
発
注
者

用
方
式
を
採
用
。
発
注
者
指

書
及
び
技
術
資
料
な
ど

書
及
び
技
術
資
料
な
ど
は
　1111

月
　
日
ま
で
受
け
付
け
る

日
ま
で
受
け
付
け
る
。

1414
入
札
書
の
提
出
期
限
は

入
札
書
の
提
出
期
限
は
２
０

２
３
２
３
年
１
月
　
日
で
、
開

日
で
、
開
札

2020

は
同
　
日
に
行
う
。
担
当

日
に
行
う
。
担
当
部

2525

局
は
総
務
部
契
約
課
契
約

局
は
総
務
部
契
約
課
契
約
審

査
第
一
係

査
第
一
係
。

中
国
四
国
防
衛
局

　
中
国
四
国
防
衛
局
は
　1414

日
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
対
象
と
な
る
「

日
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
対
象
と
な
る
「
秋

月
（
月
（
４
）
護
岸
（

）
護
岸
（
０
４
１
０

０
４
１
０
）

改
修
土
木
そ
の
他
工
事
」

改
修
土
木
そ
の
他
工
事
」
を

一
般
競
争
入
札
で
公
告

一
般
競
争
入
札
で
公
告
す

る
。
単
体
ま
た
は

る
。
単
体
ま
た
は
２
～
３
社

に
よ
る
Ｊ
Ｖ
を
対
象
に
申

に
よ
る
Ｊ
Ｖ
を
対
象
に
申
請

中四国防衛
Ｗ Ｔ Ｏ

申
請
書
は
㮇
月
㮇
日
ま
で

11

14

秋
月
護
岸
改
修
土
木
そ
の

秋
月
護
岸
改
修
土
木
そ
の
他他

供
用
開
始
後
は
、
尾
道

　
供
用
開
始
後
は
、
尾
道
・

向
島
地
区
の

向
島
地
区
の
７
小
学
校
・

小
学
校
・
２

幼
稚
園
の
ほ
か
、
久
保
中

幼
稚
園
の
ほ
か
、
久
保
中
学

校
な
ど

校
な
ど
６
中
学
校
で
給
食

中
学
校
で
給
食
の

提
供
を
開
始
。
整
備
に

提
供
を
開
始
。
整
備
に
よ

り
、　

年
度
に
は
市
内
す

年
度
に
は
市
内
す
べ

2626

て
の
中
学
校
で
全
員
給
食

て
の
中
学
校
で
全
員
給
食
が

開
始
さ
れ
る

開
始
さ
れ
る
。

基
本
・
実
施
設
計
の
入

　
基
本
・
実
施
設
計
の
入
札

は
、
は
、
９
月
８
日
に
指
名
競

日
に
指
名
競
争

で
実
施
さ
れ
、
落
札
額
は

で
実
施
さ
れ
、
落
札
額
は
１

５
２
４

５
２
４
万
円
（
税
抜
）
。

万
円
（
税
抜
）
。
入

札
に
は
他
に
、

札
に
は
他
に
、
９
者
（
小

者
（
小
西

建
築
設
計
事
務
所
、
元
廣

建
築
設
計
事
務
所
、
元
廣
建

築
設
計
事
務
所
、
村
田
相

築
設
計
事
務
所
、
村
田
相
互

設
計
、
Ｎ
Ｓ
Ｐ
設
計
、
Ｋ

設
計
、
Ｎ
Ｓ
Ｐ
設
計
、
Ｋ
構

造
研
究
所
、
大
旗
連
合
建

造
研
究
所
、
大
旗
連
合
建
築

設
計
、
あ
い
設
計
、
近
代

設
計
、
あ
い
設
計
、
近
代
設

計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
さ

計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
さ
く

ら
建
築
設
計
）
が
指
名
さ

ら
建
築
設
計
）
が
指
名
さ
れ

て
い
た
。
契
約
締
結
後
に

て
い
た
。
契
約
締
結
後
に
公

表
さ
れ
た
予
定
価
格

表
さ
れ
た
予
定
価
格
２
０
２
０
２

４
万
４
０
０
０

４
０
０
０
円
に
対
す

円
に
対
す
る

落
札
率

落
札
率
は
　
・
　

。
最
低

。
最
低
制

7575

2828

限
価
格

限
価
格
は
　
・
０
％
だ
％
だ
っ

7575

た
。

で
基
本
・
実
施
設
計
に
着

で
基
本
・
実
施
設
計
に
着
手

し
た
。
履
行
期
限
は
来

し
た
。
履
行
期
限
は
来
年
　1212

月
末
ま
で
。
市
教
委
で

月
末
ま
で
。
市
教
委
で
は

「
尾
道
市
学
校
給
食
施
設

「
尾
道
市
学
校
給
食
施
設
整

備
計
画
」
に
基
づ
き
、

備
計
画
」
に
基
づ
き
、
２
０

２
６
２
６
年
度
か
ら
給
食
提
供

年
度
か
ら
給
食
提
供
の

開
始
を
予
定
し
て
い
る

開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

建
設
予
定
地
は
、
現
在

　
建
設
予
定
地
は
、
現
在
は

使
わ
れ
て
い
な
い
尾
道
市

使
わ
れ
て
い
な
い
尾
道
市
交

通
公
園
（
高
須
町
字
有
江

通
公
園
（
高
須
町
字
有
江
台

２
９
５
６

２
９
５
６
―
５
）
。
市
建

）
。
市
建
築

課
に
よ
る
と
、
約

課
に
よ
る
と
、
約
１

あ
　
あ
る

haha

公
園
の
一
部
を
敷
地
に
充

公
園
の
一
部
を
敷
地
に
充
て

る
と
い
う
。
新
築
規
模
は

る
と
い
う
。
新
築
規
模
は
２

階
建
延
べ

階
建
延
べ
１
６
０

１
６
０
０
釈
を
想
を
想

定
。
構
造
に
つ
い
て
は
、

定
。
構
造
に
つ
い
て
は
、
設

計
者
か
ら
提
案
を
受
け
る

計
者
か
ら
提
案
を
受
け
る
。

整
備
に
向
け
、
基
本
・
実

整
備
に
向
け
、
基
本
・
実
施

設
計
と
並
行
し
、
来
年
度

設
計
と
並
行
し
、
来
年
度
に

は
地
質
調
査
を
実
施

は
地
質
調
査
を
実
施
。　

・
2424

　
年
度
の

年
度
の
２
カ
年
で
工
事

カ
年
で
工
事
を

2525進
め
る

進
め
る
。

と
し
て
「
（
仮
称
）
尾
道
給

と
し
て
「
（
仮
称
）
尾
道
給
食

セ
ン
タ
ー
」
の
整
備
を

セ
ン
タ
ー
」
の
整
備
を
計

画
。
車
田
建
築
設
計
事
務

画
。
車
田
建
築
設
計
事
務
所

尾
道
市
は
、
老
朽
化
し

　
尾
道
市
は
、
老
朽
化
し
た

栗
原
北
学
校
給
食
共
同
調

栗
原
北
学
校
給
食
共
同
調
理

場
に
代
わ
る
新
た
な
調
理

場
に
代
わ
る
新
た
な
調
理
場

尾 道 市

車
田
建
築
で
基
本
・
実
施
設
計

交
通
公
園
跡
へ
の
新
給
食
Ｃ
整
備

現在の尾道市交通公園

号
笹
ヶ
瀬
橋
外
耐
震
補

　
号
笹
ヶ
瀬
橋
外
耐
震
補
強

3030補
修
（
Ⅱ
）
＝
藤
田
興
業

補
修
（
Ⅱ
）
＝
藤
田
興
業
、

　
点
78

【
　
【
９
月
】

▽
令
和

　
▽
令
和
３
年
度
笠
岡
バ

年
度
笠
岡
バ
イ

パ
ス
茂
平
地
区
第

パ
ス
茂
平
地
区
第
５
改
良

（
Ⅱ
）
＝
三
幸
工
務
店
、

（
Ⅱ
）
＝
三
幸
工
務
店
、　

点
7979

▽
令
和

　
▽
令
和
３
年
度
玉
島
笠

年
度
玉
島
笠
岡

道
路
西
大
島
高
架
橋
第

道
路
西
大
島
高
架
橋
第
４
下

部
他
（
Ⅲ
）
＝
津
島
工
業

部
他
（
Ⅲ
）
＝
津
島
工
業
、

　
点
80

▽
令
和

　
▽
令
和
３
年
度
玉
島
笠

年
度
玉
島
笠
岡

道
路
里
庄
地
区
第

道
路
里
庄
地
区
第
７
改
良

（
Ⅱ
）
＝
西
﨑
工
務
店
、

（
Ⅱ
）
＝
西
﨑
工
務
店
、　

点
7878

▽
令
和

　
▽
令
和
２
年
度
笠
岡
バ

年
度
笠
岡
バ
イ

パ
ス
入
江
高
架
橋
第

パ
ス
入
江
高
架
橋
第
１
下
部

（
Ⅲ
）
＝
三
幸
工
務
店
、

（
Ⅲ
）
＝
三
幸
工
務
店
、　

点
8383

　
＝
業
務

＝
業
務
＝

【
　
【
８
月
】

▽
令
和

　
▽
令
和
３
年
度
岡
山
西

年
度
岡
山
西
バ

イ
パ
ス
北
長
瀬
高
架
橋
修

イ
パ
ス
北
長
瀬
高
架
橋
修
正

設
計
業
務
＝
エ
イ
ト
日
本

設
計
業
務
＝
エ
イ
ト
日
本
技

術
開
発
、

術
開
発
、　

点
8080

事
４
件
、
業
務

件
、
業
務
１
件
で
、

件
で
、
最

高
点
は
三
幸
工
務
店
が
「

高
点
は
三
幸
工
務
店
が
「
令

和
２
年
度
笠
岡
バ
イ
パ
ス

年
度
笠
岡
バ
イ
パ
ス
入

江
高
架
橋
第

江
高
架
橋
第
１
下
部
工
事

下
部
工
事
」

で
獲
得
し
た

点
だ
っ
た

で
獲
得
し
た
　
点
だ
っ
た
。

8383

評
定
結
果
は
次
の
通
り

　
評
定
結
果
は
次
の
通
り
。

（
工
事
の
カ
ッ
コ
内
は

　
（
工
事
の
カ
ッ
コ
内
は
難

易
度
易
度
）

　
＝
工
事

＝
工
事
＝

【
　
【
８
月
】

▽
令
和

　
▽
令
和
３
年
度
国
道

年
度
国
道
　
号
5353

美
咲
町
歩
道
整
備
そ
の

美
咲
町
歩
道
整
備
そ
の
３

（
Ⅱ
）
＝
近
藤
組
、

（
Ⅱ
）
＝
近
藤
組
、　

点
7878

▽
令
和

　
▽
令
和
３
年
度
岡
山
国

年
度
岡
山
国
道

管
内
道
路
施
設
設
置
（
Ⅱ

管
内
道
路
施
設
設
置
（
Ⅱ
）

＝
ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン
ニ
ン

＝
ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

ル
ミ
ナ
ス
、

ル
ミ
ナ
ス
、　

点
7676

▽
令
和

　
▽
令
和
２
年
度
笠
岡
バ

年
度
笠
岡
バ
イ

パ
ス
入
江
地
区
第

パ
ス
入
江
地
区
第
２
改
良
改
良
他

（
Ⅲ
）
＝
三
幸
工
務
店
、

（
Ⅲ
）
＝
三
幸
工
務
店
、　

点
8080

▽
令
和

　
▽
令
和
３
年
度
国
道

年
度
国
道
２
号

大
樋
橋
橋
梁
補
強
（
Ⅱ
）

大
樋
橋
橋
梁
補
強
（
Ⅱ
）
＝

幸
輝
興
業
、

幸
輝
興
業
、　

点
8282

▽
令
和

　
▽
令
和
２
・
３
年
度
国

年
度
国
道

中
国
地
方
整
備
局
岡
山

　
中
国
地
方
整
備
局
岡
山
国

道
事
務
所
が
公
表
し
て
い

道
事
務
所
が
公
表
し
て
い
る

成
績
評
定
で
、

成
績
評
定
で
、
８
、
９
月
に

結
果
を
通
知
し
た
の
は

結
果
を
通
知
し
た
の
は
工

事
、
業
務
あ
わ
せ
て

件

事
、
業
務
あ
わ
せ
て
　
件
だ

1010

っ
た
っ
た
。

こ
の
う
ち

点
以
上
は

　
こ
の
う
ち
　
点
以
上
は
工

8080

中
国
地
方
整
備
局
広
島

　
中
国
地
方
整
備
局
広
島
西

部
山
系
砂
防
事
務
所
は
、

部
山
系
砂
防
事
務
所
は
、
業

務
成
績
評
定
通
知
書
を

務
成
績
評
定
通
知
書
を
１
件

公
表
し
た

公
表
し
た
。

今
回
公
表
さ
れ
た
の
は

　
今
回
公
表
さ
れ
た
の
は
、

業
務
成
績

1

件
公
表

広
島
西
部
砂
防

手
。
こ
の
う
ち
、

手
。
こ
の
う
ち
、
１
２
０
０

１
２
０
０
ｍ

策
工
事
を
実
施
。

策
工
事
を
実
施
。
２
０
２

２
０
２
０

年
４
月
か
ら
着
手
し
て

月
か
ら
着
手
し
て
お

り
、
計
画
延
長
約

り
、
計
画
延
長
約
２
０
０
０

２
０
０
０
ｍ

の
う
ち
、
高
潮
対
策
は

の
う
ち
、
高
潮
対
策
は
８
０

０
ｍ
、
堤
防
耐
震
対
策
は

ｍ
、
堤
防
耐
震
対
策
は
２
０

０
０
０
０
ｍ
が
完
成
済
み
。
す
べ

ｍ
が
完
成
済
み
。
す
べ
て

の
工
事
が
完
成
す
れ
ば
、

の
工
事
が
完
成
す
れ
ば
、
観

音
地
区
で
高
潮
被
害
や
地

音
地
区
で
高
潮
被
害
や
地
震

時
の
液
状
化
に
対
す
る
安

時
の
液
状
化
に
対
す
る
安
全

性
が
向
上
し
、
浸
水
被
害

性
が
向
上
し
、
浸
水
被
害
が

軽
減
す
る
こ
と
が
期
待
さ

軽
減
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る

て
い
る
。

庚
午
地
区
で
は
、

年

　
庚
午
地
区
で
は
、　

年
６

2020

月
か
ら
堤
防
の
耐
震
対
策

月
か
ら
堤
防
の
耐
震
対
策
工

事
（
Ｌ
約

事
（
Ｌ
約
１
７
０
０

１
７
０
０
ｍ
）
に

ｍ
）
に
着

太
田
川
流
域
治
水
協
議

　
太
田
川
流
域
治
水
協
議
会

（
事
務
局
＝
中
国
地
方
整

（
事
務
局
＝
中
国
地
方
整
備

局
太
田
川
河
川
事
務
所
）
は

局
太
田
川
河
川
事
務
所
）
は
、

太
田
川
流
域
治
水
プ
ロ
ジ

太
田
川
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
基
づ
く
太
田
川
及

ク
ト
に
基
づ
く
太
田
川
及
び

三
篠
川
の
工
事
進
捗
状

三
篠
川
の
工
事
進
捗
状
況

（
大
臣
管
理
区
間
）
を
ま
と

（
大
臣
管
理
区
間
）
を
ま
と
め

た
（
た
（
９
月
末
時
点
）

月
末
時
点
）。

太
田
川
で
は
、
観
音
地

　
太
田
川
で
は
、
観
音
地
区

で
高
潮
対
策
や
堤
防
耐
震

で
高
潮
対
策
や
堤
防
耐
震
対

太田川流域
治水協議会

工
事
進
捗
状
況
を
公
表

流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

白
書
は
今
年

白
書
は
今
年
６
月
に
閣
議

月
に
閣
議
配

布
さ
れ
た
も
の
。
白
書

布
さ
れ
た
も
の
。
白
書
で

は
、
気
候
変
動
に
よ
る
災

は
、
気
候
変
動
に
よ
る
災
害

リ
ス
ク
の
高
ま
り
を
ふ

リ
ス
ク
の
高
ま
り
を
ふ
ま

え
、
防
災
・
減
災
対
策
に

え
、
防
災
・
減
災
対
策
に
加

え
、
脱
炭
素
化
に
向
け
た

え
、
脱
炭
素
化
に
向
け
た
取

り
組
み
が
必
要
不
可
欠
と

り
組
み
が
必
要
不
可
欠
と
強

調
し
て
い
る
。
そ
の
取
り

調
し
て
い
る
。
そ
の
取
り
組

み
事
例
と
し
て
Ｌ
Ｃ
Ｃ

み
事
例
と
し
て
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ

（
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
カ
ー

（
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ボ

ン
マ
イ
ナ
ス
）
住
宅
の
導

ン
マ
イ
ナ
ス
）
住
宅
の
導
入

促
進
や
、
二
酸
化
炭
素
の

促
進
や
、
二
酸
化
炭
素
の
吸

収
源
と
な
る
木
材
の
利
用

収
源
と
な
る
木
材
の
利
用
拡

大
な
ど
を
あ
げ
た
ほ
か
、

大
な
ど
を
あ
げ
た
ほ
か
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
力

電
源
化
に
向
け
た

電
源
化
に
向
け
た
供
切
り

札
僑
と
し
て
洋
上
風
力
発

と
し
て
洋
上
風
力
発
電

の
設
置
に
取
り
組
む
こ
と

の
設
置
に
取
り
組
む
こ
と
も

記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

供
２
０
５
０

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

年
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言

ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
僑
を
見
を
見
据

え
、
住
ま
い
や
建
築
物
の

え
、
住
ま
い
や
建
築
物
の
今

後
の
方
向
性
と
し
て
、

後
の
方
向
性
と
し
て
、
住

宅
・
小
規
模
建
築
物
（

宅
・
小
規
模
建
築
物
（
新

築
）
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

築
）
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準

へ
の
適
合

へ
の
適
合
を
　
年
度
ま
で

年
度
ま
で
に

2525

義
務
化
す
る
こ
と
や

義
務
化
す
る
こ
と
や
、　

年
3030

に
新
築
戸
建
て
住
宅
の

に
新
築
戸
建
て
住
宅
の
６
割

で
太
陽
光
発
電
設
備
を
設

で
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置

す
る
こ
と
な
ど
を
目
標
に

す
る
こ
と
な
ど
を
目
標
に
し

て
い
る
こ
と
も
紹
介
し
て

て
い
る
こ
と
も
紹
介
し
て
い

る
。

に
、
国
土
交
通
分
野
に
お

に
、
国
土
交
通
分
野
に
お
け

る
脱
炭
素
化
に
向
け
た
取

る
脱
炭
素
化
に
向
け
た
取
り

組
み
の
方
向
性
を
整
理
。

組
み
の
方
向
性
を
整
理
。
地

域
の
脱
炭
素
化
と
生
活
の

域
の
脱
炭
素
化
と
生
活
の
質

の
向
上
を
両
立
し
た
暮
ら

の
向
上
を
両
立
し
た
暮
ら
し

を
展
望
し
て
い
る
」
と
し

を
展
望
し
て
い
る
」
と
し
た

上
で
「
災
害
が
近
年
激

上
で
「
災
害
が
近
年
激
甚

化
、
頻
発
化
し
て
い
る
。

化
、
頻
発
化
し
て
い
る
。
数

十
年
に
一
度
の
災
害
が
毎

十
年
に
一
度
の
災
害
が
毎
年

日
本
の
ど
こ
か
で
発
生
し

日
本
の
ど
こ
か
で
発
生
し
て

お
り
、
住
民
の
安
全
・
安

お
り
、
住
民
の
安
全
・
安
心

が
脅
か
さ
れ
て
い
る
。
災

が
脅
か
さ
れ
て
い
る
。
災
害

へ
の
適
応
策
だ
け
で
は
難

へ
の
適
応
策
だ
け
で
は
難
し

く
な
っ
て
お
り
、
災
害
の

く
な
っ
て
お
り
、
災
害
の
激

甚
化
を
抑
え
て
い
く
た
め

甚
化
を
抑
え
て
い
く
た
め
に

も
緩
和
策
と
な
る
脱
炭
素

も
緩
和
策
と
な
る
脱
炭
素
化

社
会
を
め
ざ
し
て
行
動
し

社
会
を
め
ざ
し
て
行
動
し
て

い
く
こ
と
も
重
要
と
な
っ

い
く
こ
と
も
重
要
と
な
っ
て

き
て
い
る
。
こ
の
説
明
会

き
て
い
る
。
こ
の
説
明
会
が

本
日
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん

本
日
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に

と
っ
て
、
今
後
の
参
考
に

と
っ
て
、
今
後
の
参
考
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」
な

ど
と
述
べ
た

ど
と
述
べ
た
。

説
明
会
の
講
師
は
、
国

　
説
明
会
の
講
師
は
、
国
土

交
通
省
総
合
政
策
局
政
策

交
通
省
総
合
政
策
局
政
策
課

の
荒
木
愛
美
子
政
策
企
画

の
荒
木
愛
美
子
政
策
企
画
調

整
官
が
務
め
た
。
国
土
交

整
官
が
務
め
た
。
国
土
交
通

け
る
主
要
施
策
な
ど
に
つ

け
る
主
要
施
策
な
ど
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た

て
説
明
を
受
け
た
。

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表

　
冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し

て
挨
拶
に
立
っ
た
中
国
整

て
挨
拶
に
立
っ
た
中
国
整
備

局
の
西
澤
賢
太
郎
企
画
部

局
の
西
澤
賢
太
郎
企
画
部
長

は
「
今
回
の
国
土
交
通
白

は
「
今
回
の
国
土
交
通
白
書

で
は
で
は
供
気
候
変
動
と
わ
た

気
候
変
動
と
わ
た
し

た
ち
の
暮
ら
し

た
ち
の
暮
ら
し
僑
を
テ
ー

を
テ
ー
マ

中
国
地
方
整
備
局
と
中

　
中
国
地
方
整
備
局
と
中
国

運
輸
局

運
輸
局
は
　
日
、
広
島
市

日
、
広
島
市
中

1212

区
の
広
島
合
同
庁
舎

区
の
広
島
合
同
庁
舎
１
号
館

附
属
棟
で
「

附
属
棟
で
「
２
０
２
２

２
０
２
２
年
版

国
土
交
通
白
書
説
明
会
」

国
土
交
通
白
書
説
明
会
」
を

開
催
し
た
。

開
催
し
た
。
約
　
人
が
参
加

人
が
参
加

6060

し
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現

し
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に

向
け
た
国
土
交
通
分
野
に

向
け
た
国
土
交
通
分
野
に
お

中国整備局ら

脱
炭
素
社
会
へ
の
取
組
み
紹
介

国
土
交
通
白
書
説
明
会

説明会のもよう

し
た
ほ
か
、
環
境
の
た
め

し
た
ほ
か
、
環
境
の
た
め
に

は
Ｎ
Ｏ
ｘ
（
窒
素
酸
化
物

は
Ｎ
Ｏ
ｘ
（
窒
素
酸
化
物
）

や
Ｓ
Ｏ
ｘ
（
硫
黄
酸
化
物
）

や
Ｓ
Ｏ
ｘ
（
硫
黄
酸
化
物
）
、

煤
塵
な
ど
へ
の
考
慮
も
重

煤
塵
な
ど
へ
の
考
慮
も
重
要

で
あ
る
こ
と
を
詳
細
な
デ

で
あ
る
こ
と
を
詳
細
な
デ
ー

タ
を
も
と
に
解
説
。
セ
メ

タ
を
も
と
に
解
説
。
セ
メ
ン

ト
を
生
産
す
る
際
に
産
業

ト
を
生
産
す
る
際
に
産
業
廃

棄
物
を
有
効
利
用
す
る

棄
物
を
有
効
利
用
す
る
た

め
、
セ
メ
ン
ト
を
削
減
す

め
、
セ
メ
ン
ト
を
削
減
す
る

と
産
業
廃
棄
物
が
増
え
る

と
産
業
廃
棄
物
が
増
え
る
可

能
性
や
、
コ
ス
ト
面
と
環

能
性
や
、
コ
ス
ト
面
と
環
境

面
の
両
立
な
ど
、
今
後
解

面
の
両
立
な
ど
、
今
後
解
決

す
る
べ
き
課
題
が
多
い
こ

す
る
べ
き
課
題
が
多
い
こ
と

に
も
言
及
し
た

に
も
言
及
し
た
。

ま
た
、
賛
助
会
員
で
あ

　
ま
た
、
賛
助
会
員
で
あ
る

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｄ
Ａ
の
桝
田
隆

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｄ
Ａ
の
桝
田
隆
社

長
は
、
ひ
び
割
れ
部
か
ら

長
は
、
ひ
び
割
れ
部
か
ら
の

漏
水
を
特
殊
水
性
エ
マ
ル

漏
水
を
特
殊
水
性
エ
マ
ル
シ

ョ
ン
と
親
水
性
ポ
リ
ウ
レ

ョ
ン
と
親
水
性
ポ
リ
ウ
レ
タ

ン
樹
脂
を
併
用
す
る
こ
と

ン
樹
脂
を
併
用
す
る
こ
と
で

確
実
に
遮
断
す
る

確
実
に
遮
断
す
る
２
液
混
液
混
合

型
注
入
止
水
工
法
の
「
ミ

型
注
入
止
水
工
法
の
「
ミ
ク

ス
ト
グ
ラ
ウ
ト
」
を
紹
介

ス
ト
グ
ラ
ウ
ト
」
を
紹
介
。

従
来
工
法
よ
り
適
用
範
囲

従
来
工
法
よ
り
適
用
範
囲
が

広
く
耐
久
性
も
あ
り
、
時

広
く
耐
久
性
も
あ
り
、
時
間

短
縮
が
図
れ
る
な
ど
の
メ

短
縮
が
図
れ
る
な
ど
の
メ
リ

ッ
ト
を
説
い
た

ッ
ト
を
説
い
た
。

な
お
、
次
回
の
開
催

　
な
お
、
次
回
の
開
催
は
　1212

月
７
日
を
予
定
し
て
い
る

日
を
予
定
し
て
い
る
。

は
、
昨
今
の
重
要
な
課
題

は
、
昨
今
の
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
カ
ー
ボ
ン
ニ

な
っ
て
い
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
を
テ
ー
マ
に
講

ー
ト
ラ
ル
を
テ
ー
マ
に
講
演

を
い
た
だ
く
。
し
っ
か
り

を
い
た
だ
く
。
し
っ
か
り
聞

い
て
も
ら
い
、
業
務
に
役

い
て
も
ら
い
、
業
務
に
役
立

て
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か

て
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け

た
。特

別
講
演
で
河
合
教

　
特
別
講
演
で
河
合
教
授

は
、
セ
メ
ン
ト
製
造
時
に

は
、
セ
メ
ン
ト
製
造
時
に
大

量
の
Ｃ

量
の
Ｃ
Ｏ
２

が
排
出
さ
れ

が
排
出
さ
れ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ら

こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ら
の

削
減
努
力
が
必
要
で
あ
る

削
減
努
力
が
必
要
で
あ
る
と

た
。定

例
会
は
、
会
員
の
技

　
定
例
会
は
、
会
員
の
技
術

向
上
や
情
報
交
換
な
ど
を

向
上
や
情
報
交
換
な
ど
を
目

的
に
隔
月
で
開
催
し
て
い

的
に
隔
月
で
開
催
し
て
い
る

も
の
で
、

も
の
で
、
２
０
１
１

２
０
１
１
年
の
年
の
設

立
当
時
か
ら
毎
回
テ
ー
マ

立
当
時
か
ら
毎
回
テ
ー
マ
を

変
え
な
が
ら
継
続
し
、
今

変
え
な
が
ら
継
続
し
、
今
回

が
　
回
目
回
目
。

5050十
河
会
長
（
近
未
来
コ

　
十
河
会
長
（
近
未
来
コ
ン

ク
リ
ー
ト
研
究
会
）
は
冒

ク
リ
ー
ト
研
究
会
）
は
冒
頭

の
あ
い
さ
つ
で
、
「
記
念

の
あ
い
さ
つ
で
、
「
記
念
す

べ
き
　

回
目
と
な
る
今

回
目
と
な
る
今
回

5050

広
島
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　
広
島
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診

断
士
会
（
十
河
茂
幸
会
長

断
士
会
（
十
河
茂
幸
会
長
）

は
　
日
、
広
島
市
中
区
で

日
、
広
島
市
中
区
で
第

1111
　
回
と
な
る
定
例
会
を
開

回
と
な
る
定
例
会
を
開
催

5050し
た
。

し
た
。
約
　
人
の
会
員
が

人
の
会
員
が
参

3030

加
し
、
広
島
大
学
大
学
院

加
し
、
広
島
大
学
大
学
院
の

河
合
研
至
教
授
に
よ
る
特

河
合
研
至
教
授
に
よ
る
特
別

講
演
「
セ
メ
ン
ト
・
コ
ン

講
演
「
セ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
環
境
影
響
と
カ

リ
ー
ト
の
環
境
影
響
と
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
向

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
向
け

て
」
な
ど
を
聴
講
。
質
疑

て
」
な
ど
を
聴
講
。
質
疑
応

答
も
含
め
て
熱
心
に
議
論

答
も
含
め
て
熱
心
に
議
論
し

あいさつする十河会長

三幸工務店の83点など
8、9月通知分成績

岡山国道

今
月
今
月
５
日
付
で
請
負
業
者

日
付
で
請
負
業
者
の

復
建
調
査
設
計
に
通
知
し

復
建
調
査
設
計
に
通
知
し
た

「
令
和

「
令
和
３
年
度
広
島
西
部

年
度
広
島
西
部
山

系
己
斐
上
地
区
応
急
対
策

系
己
斐
上
地
区
応
急
対
策
設

計
他
業
務
」

計
他
業
務
」
。

評
定
点

　
評
定
点
は
　
点
で
、
履

点
で
、
履
行

8080

期
間
は

期
間
は
２
０
２
１

２
０
２
１
年
８
月
　1717

日
か
日
か
ら
　
年
９
月
　
日
ま
日
ま
で

2222

3030

と
な
っ
て
い
た

と
な
っ
て
い
た
。

定
型
と
な
る
週
休

定
型
と
な
る
週
休
２
日
制
日
制
工

事
（
現
場
閉
所
型
）
も
試

事
（
現
場
閉
所
型
）
も
試
行

す
る
す
る
。

工
事
場
所
＝
広
島
県
江

　
工
事
場
所
＝
広
島
県
江
田

島
市工

事
内
容
＝
土
木
・
既

　
工
事
内
容
＝
土
木
・
既
設

護
岸
改
修
工
事

護
岸
改
修
工
事
約
　
ｍ
、
土

ｍ
、
土

4040

質
調
査
一
式
（
陸
上
ボ
ー

質
調
査
一
式
（
陸
上
ボ
ー
リ

【
市

町

村
（
政

令

市

　
【
市

町

村
（
政

令

市

除

く
）
く
）
】

▽
鳥
取
県
＝
①

　
▽
鳥
取
県
＝
①
５
３
７

５
３
７
②

２
０
４

２
０
４
③

▽
島
根
県
＝

③
　
▽
島
根
県
＝
①

4949

９
４
３

９
４
３
②
３
９
３

３
９
３
③

▽

③
　
▽
岡

9292

山
県
＝
①

山
県
＝
①
１
３
４
８

１
３
４
８
②
５
１

７
③
１
２
６

１
２
６
▽
広
島
県
＝

▽
広
島
県
＝
①

２
１
２
６

２
１
２
６
②
８
７
８

８
７
８
③
１
５

０
▽
山
口
県
＝
①

▽
山
口
県
＝
①
１
２
６

１
２
６
３

②
５
３
８

５
３
８
③
　7878

ン
グ
、
音
響
探
査
）
、
設
備

ン
グ
、
音
響
探
査
）
、
設
備
・

構
内
配
電
線
路
工
事
（
地

構
内
配
電
線
路
工
事
（
地
中

約
１
０
０

１
０
０
ｍ
）
一

ｍ
）
一
式

使
用
す
る
主
要
な
資
機

　
使
用
す
る
主
要
な
資
機
材

＝
鋼
管
矢
板

＝
鋼
管
矢
板
約
　
本
3030

工
期

　
工
期
＝
　
年
３
月
　
日

2525

1515

参
加
資
格
＝
単
体
ま
た

　
参
加
資
格
＝
単
体
ま
た
は

２
～
３
社
に
よ
る
Ｊ
Ｖ
。

社
に
よ
る
Ｊ
Ｖ
。
単

体
ま
た
は
Ｊ
Ｖ
の
代
表

体
ま
た
は
Ｊ
Ｖ
の
代
表
者

は
、
土
木
一
式
工
事
に
係

は
、
土
木
一
式
工
事
に
係
る

総
合
審
査
数
値
が

総
合
審
査
数
値
が
１
２
０

１
２
０
０

点
以
上
あ
り

点
以
上
あ
り
、　

年
４
月
１

0707

日
か
ら
入
札
公
告
日
ま
で

日
か
ら
入
札
公
告
日
ま
で
に

元
請
と
し
て
完
成
・
引
渡

元
請
と
し
て
完
成
・
引
渡
し

が
工
事
着
手
済
み
で
、

が
工
事
着
手
済
み
で
、
８
０

０
ｍ
が
完
成
済
み
と
な
っ

ｍ
が
完
成
済
み
と
な
っ
て

い
る
い
る
。

八
木
・
可
部
南
地
区
で
は

　
八
木
・
可
部
南
地
区
で
は
、

堤
防
の
浸
透
対
策
工
事
が

堤
防
の
浸
透
対
策
工
事
が
今

年
６
月
に
完
成
し
た
。
両

月
に
完
成
し
た
。
両
地

国
自
動
車
道
（
特
定
更

国
自
動
車
道
（
特
定
更
新

等
）
津
山
高
速
道
路
事
務

等
）
津
山
高
速
道
路
事
務
所

の
条
件
付
一
般
競
争
入
札

の
条
件
付
一
般
競
争
入
札
を

実
施
し
た
「
令
和

実
施
し
た
「
令
和
４
年
度
年
度
中

西
日
本
高
速
道
路
中
国

　
西
日
本
高
速
道
路
中
国
支

社
は
、
総
合
評
価
落
札
方

社
は
、
総
合
評
価
落
札
方
式

西日本高速
中 国 支 社

大
成
ロ
テ
ッ
ク
Ｊ
Ｖ
に

津
山
管
内
舗
装
補
修

管
内
舗
装
補
修
工
事
」
の

管
内
舗
装
補
修
工
事
」
の
落

札
者
を
大
成
ロ
テ
ッ
ク
・

札
者
を
大
成
ロ
テ
ッ
ク
・
近

藤
組
Ｊ
Ｖ
に
決
め
た
。
落

藤
組
Ｊ
Ｖ
に
決
め
た
。
落
札

金
額
金
額
は
　

億
２
４
０
０

２
４
０
０
万

1010

円
。
円
。
９
月
９
日
に
開
札
し

日
に
開
札
し
た

も
の
で
、
す
で
に
契
約
を

も
の
で
、
す
で
に
契
約
を
締

結
し
て
い
る

結
し
て
い
る
。

入
札
に
は
同
Ｊ
Ｖ
の

　
入
札
に
は
同
Ｊ
Ｖ
の
ほ

か
、
愛
亀
（
入
札
価
格

か
、
愛
亀
（
入
札
価
格
＝
　1010

億
７
５
０
０

７
５
０
０
万
円
）
、
大

万
円
）
、
大
林

道
路
（
辞
退
）
、
常
盤
工

道
路
（
辞
退
）
、
常
盤
工
業

（
９
億
９
９
０
０

９
９
０
０
万
円
）
、

万
円
）
、
日

立
建
設
（

立
建
設
（
９
億
９
４
０
０

９
４
０
０
万

円
）
、
ガ

イ

ア

ー

ト
・

円
）
、
ガ

イ

ア

ー

ト
・
エ

ヌ
・
ケ
イ
・
ジ
ー
Ｊ
Ｖ
（

ヌ
・
ケ
イ
・
ジ
ー
Ｊ
Ｖ
（
９

億
８
３
０
０

８
３
０
０
万
円
）
、
鹿

万
円
）
、
鹿
島

道
路
・
小
橋
工
務
店
Ｊ

道
路
・
小
橋
工
務
店
Ｊ
Ｖ

（
９
億
４
６
９
０

４
６
９
０
万
円
）
、

万
円
）
、
Ｎ

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
・
田
口
舗
装
Ｊ

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
・
田
口
舗
装
Ｊ
Ｖ

（
　
億
５
０
０

５
０
０
万
円
）
、
日

万
円
）
、
日
本

1010
道
路
・
ロ
ー
ド
ワ
ン
岡
山

道
路
・
ロ
ー
ド
ワ
ン
岡
山
Ｊ

Ｖ
（
Ｖ
（
９
億
７
４
９
０

７
４
９
０
万
円
）

万
円
）
、

前
田
道
路
・
陸
正
開
発
Ｊ

前
田
道
路
・
陸
正
開
発
Ｊ
Ｖ

（
　
億
５
２
０
０

５
２
０
０
万
円
）
、

万
円
）
、
松

1010

が
完
了
し
た
国
内
に
お
け

が
完
了
し
た
国
内
に
お
け
る

工
事
の
う
ち
、
港
湾
工
事

工
事
の
う
ち
、
港
湾
工
事
ま

た
は
海
岸
工
事
で
構
造
物

た
は
海
岸
工
事
で
構
造
物
工

事
（
防
波
堤
、
防
砂
堤
、

事
（
防
波
堤
、
防
砂
堤
、
導

流
堤
、
岸
壁
、
桟
橋
、
物
揚
場

流
堤
、
岸
壁
、
桟
橋
、
物
揚
場
、

護
岸
の
い
ず
れ
か
）
を
施

護
岸
の
い
ず
れ
か
）
を
施
工

し
た
実
績
を
有
す
る
こ
と

し
た
実
績
を
有
す
る
こ
と
―

な
ど
。
代
表
者
以
外
の
構

な
ど
。
代
表
者
以
外
の
構
成

員
は
、
土
木
一
式
工
事
の

員
は
、
土
木
一
式
工
事
の
総

合
審
査
数
値
が

合
審
査
数
値
が
９
９
０

９
９
０
点
以

上
あ
り
、
港
湾
工
事
を
施

上
あ
り
、
港
湾
工
事
を
施
工

し
た
実
績
を
有
す
る
こ
と

し
た
実
績
を
有
す
る
こ
と
―

な
ど

区
の
計
画
延
長
は
合
計
で

区
の
計
画
延
長
は
合
計
で
約

１
４
０
０

１
４
０
０
ｍ
。
完
成
に
よ

ｍ
。
完
成
に
よ
っ

て
、
洪
水
時
に
堤
防
内
に

て
、
洪
水
時
に
堤
防
内
に
し

み
込
ん
だ
水
で
堤
防
が
崩

み
込
ん
だ
水
で
堤
防
が
崩
壊

す
る
恐
れ
が
軽
減
し
た
。

す
る
恐
れ
が
軽
減
し
た
。
こ

の
ほ
か
、
天
満
川
（
中
広

の
ほ
か
、
天
満
川
（
中
広
地

区
）
で
も

年

月
か
ら

区
）
で
も
　
年
　
月
か
ら
堤

2020

1010

防
整
備
を
実
施
。
計
画
延

防
整
備
を
実
施
。
計
画
延
長

約
５
２
５

５
２
５
ｍ
の
う
ち
、
工
事

ｍ
の
う
ち
、
工
事
着

手
済
み
が

手
済
み
が
３
３
０

３
３
０
ｍ
で
、
完

ｍ
で
、
完
成

済
み
が

済
み
が
２
７
５

２
７
５
ｍ
と
な
っ

ｍ
と
な
っ
て

い
る
い
る
。

三
篠
川
で
は
、

年

　
三
篠
川
で
は
、　

年
７
月

1818

豪
雨
と
同
規
模
の
流
量
を

豪
雨
と
同
規
模
の
流
量
を
安

全
に
流
す
た
め
、
堤
防
未

全
に
流
す
た
め
、
堤
防
未
整

備
箇
所
（

備
箇
所
（
４
カ
所
）
の
整
備

カ
所
）
の
整
備
と

河
道
掘
削
を
進
め
て
い
る

河
道
掘
削
を
進
め
て
い
る
。

り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率

り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
１

０
０
０
０
％
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

％
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
達
成
や
脱
炭
素

ト
ラ
ル
の
達
成
や
脱
炭
素
社

会
の
実
現
を
目
指
す
こ
と

会
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
が

目
的
目
的
。

参
加
資
格
は
、
過
去
に

　
参
加
資
格
は
、
過
去
に
Ｐ

Ｐ
Ａ
事
業
者
と
し
て
出

Ｐ
Ａ
事
業
者
と
し
て
出
力
　5050

鯵
以
上
の
太
陽
光
発
電
設

以
上
の
太
陽
光
発
電
設
備

を
導
入
し
た
実
績
を
有
す

を
導
入
し
た
実
績
を
有
す
る

こ
と
―
な
ど

こ
と
―
な
ど
。

事
業
者
は
、
対
象
施
設

　
事
業
者
は
、
対
象
施
設
の

現
地
調
査
、
設
備
容
量
検

現
地
調
査
、
設
備
容
量
検
討

な
ど
の
ほ
か
、
発
電
設
備

な
ど
の
ほ
か
、
発
電
設
備
の

設
計
・
工
事
・
工
事
監
理

設
計
・
工
事
・
工
事
監
理
な

ど
を
行
う
。
設
置
場
所
と

ど
を
行
う
。
設
置
場
所
と
し

て
土
地
・
建
物
が
無
償
貸

て
土
地
・
建
物
が
無
償
貸
し

付
け
さ
れ
、
最

付
け
さ
れ
、
最
長
　
年
間
の

年
間
の

2020

４
月
１
日
か
ら
の
電
力
供

日
か
ら
の
電
力
供
給

開
始
を
目
指
す

開
始
を
目
指
す
。

プ
ロ
ポ
は
、
北
房
文
化

　
プ
ロ
ポ
は
、
北
房
文
化
セ

ン
タ
ー
（
上
水
田
）
、
北
房

ン
タ
ー
（
上
水
田
）
、
北
房
振

興
局
（
下
呰
部
）
、
真
庭
中

興
局
（
下
呰
部
）
、
真
庭
中
央

食
育
セ
ン
タ
ー
（
下
市
瀬

食
育
セ
ン
タ
ー
（
下
市
瀬
）

の
３
施
設
を
対
象
に
再
生

施
設
を
対
象
に
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
す

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
す
る

こ
と
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

こ
と
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
、
温
室
効
果
ガ
ス

産
地
消
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
抑
制
と
災
害
時
の
地

排
出
抑
制
と
災
害
時
の
地
域

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
を

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
を
図

真
庭
市

　
真
庭
市
は
　
日
、
「
公

日
、
「
公
共

1313

施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
設

施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
設
備

等
設
置
及
び
電
力
供
給

等
設
置
及
び
電
力
供
給
業

務
」
に
係
る
公
募
型
プ
ロ

務
」
に
係
る
公
募
型
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
を
公
示
し
た
。
参

ー
ザ
ル
を
公
示
し
た
。
参
加

申
込
申
込
は
　
日
、
企
画
提
案

日
、
企
画
提
案
書

2121

は
　
日
ま
で
受
け
付
け

日
ま
で
受
け
付
け
、　

3131

1111

月
７
日
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
な

日
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど

を
行
い
事
業
予
定
者
を
決

を
行
い
事
業
予
定
者
を
決
め

る
予
定

る
予
定
。　

月
中
旬
に
も

月
中
旬
に
も
契

1111

約
を
締
結
し
、
年
度
内
の

約
を
締
結
し
、
年
度
内
の
発

電
設
備
設
置
と

電
設
備
設
置
と
２
０
２
３

２
０
２
３
年

参
加
申
込
㮇
月
㮇
日
ま
で

10

21

真 庭 市
プ ロ ポ

太
陽
光
設
置
等
の
Ｐ
Ｐ
Ａ
事
業

電
力
供
給
、
供
給
終
了
後

電
力
供
給
、
供
給
終
了
後
の

設
備
撤
去
と
、
施
工
時
の

設
備
撤
去
と
、
施
工
時
の
業

者
と
し
て
市
内
に
事
業
所

者
と
し
て
市
内
に
事
業
所
の

あ
る
業
者
の
活
用
を
求

あ
る
業
者
の
活
用
を
求
め

る
。市

は
、
事
業
費
の
う
ち

　
市
は
、
事
業
費
の
う
ち
脱

炭
素
交
付
金
実
施
要
領
に

炭
素
交
付
金
実
施
要
領
に
規

定
さ
れ
た
経
費
の

定
さ
れ
た
経
費
の
３
分
の
分
の
２

相
当
分
を
負
担
金
と
し
て

相
当
分
を
負
担
金
と
し
て
事

業
者
に
支
払
う
。
負
担
金

業
者
に
支
払
う
。
負
担
金
の

予
定
額
は

予
定
額
は
２
８
４
９

２
８
４
９
万
４
０

０
０
０
０
円
。

問
い
合
わ
せ
は
、
産
業

　
問
い
合
わ
せ
は
、
産
業
観

光
部
林
業
・
バ
イ
オ
マ
ス

光
部
林
業
・
バ
イ
オ
マ
ス
産

業
課
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

業
課
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
室

（
電
話

（
電
話
０
８
６
７

０
８
６
７
―
４
２
４
２
―

５
０
２
２

５
０
２
２
）
ま
で

）
ま
で
。

堤
防
整
備
は
樽
原
地
区
（

堤
防
整
備
は
樽
原
地
区
（
Ｌ

約
７
０
０

７
０
０
ｍ
）、
赤
石
地
区
（

ｍ
）、
赤
石
地
区
（
Ｌ

約
２
０
０

２
０
０
ｍ
）、
丁
地
区
（
Ｌ

ｍ
）、
丁
地
区
（
Ｌ
約

４
０
０

４
０
０
ｍ
）、
友
光
地
区
（
Ｌ

ｍ
）、
友
光
地
区
（
Ｌ
約

４
０
０

４
０
０
ｍ
）
で
計
画
。
こ
の

ｍ
）
で
計
画
。
こ
の
う

ち
、
赤
石
地
区
で

ち
、
赤
石
地
区
で
１
８
０

１
８
０
ｍ
、

丁
地
区
で

丁
地
区
で
１
０
０

１
０
０
ｍ
、
友
光

ｍ
、
友
光
地

区
で
区
で
２
８
０

２
８
０
ｍ
が
完
成
し

ｍ
が
完
成
し
て

い
る
。
い
ず
れ
の
地
区
も

い
る
。
い
ず
れ
の
地
区
も
広

島
県
管
理
区
間
の
整
備
と

島
県
管
理
区
間
の
整
備
と
あ

わ
せ
て
、

年
度
末
ま
で

わ
せ
て
、　

年
度
末
ま
で
の

2323

完
成
を
め
ざ
す
。
こ
の
ほ
か

完
成
を
め
ざ
す
。
こ
の
ほ
か
、

未
着
手
と
な
っ
て
い
る
が
、

未
着
手
と
な
っ
て
い
る
が
、
友

光
井
堰
と
庄
原
井
堰
の
改

と
庄
原
井
堰
の
改
築

も
予
定
。
庄
原
井
堰
改
築

も
予
定
。
庄
原
井
堰
改
築
に

つ
い
て
は
、
こ
の

月
末

つ
い
て
は
、
こ
の
　
月
末
に

1010

着
手
す
る
と
し
て
い
る

着
手
す
る
と
し
て
い
る
。

尾
建
設
・
杉
本
道
路
Ｊ

尾
建
設
・
杉
本
道
路
Ｊ
Ｖ

（
　
億
１
７
０
０

１
７
０
０
万
円
）

万
円
）
が

1010
参
加
参
加
。

契
約
参
考
価
格

　
契
約
参
考
価
格
は
　
億
９

1111

５
０
５
０
万
円
、
審
査
対
象
基

万
円
、
審
査
対
象
基
準

価
格
価
格
は
　
億
２
０
７
４

２
０
７
４
万
円

1010

に
設
定
さ
れ
て
い
た

に
設
定
さ
れ
て
い
た
。

工
事
場
所
は
中
国
自
動

　
工
事
場
所
は
中
国
自
動
車

道
佐
用
Ｉ
Ｃ
～
新
見
Ｉ
Ｃ

道
佐
用
Ｉ
Ｃ
～
新
見
Ｉ
Ｃ
、

米
子
自
動
車
道
落
合
Ｊ
Ｃ

米
子
自
動
車
道
落
合
Ｊ
Ｃ
Ｔ

～
久
世
Ｉ
Ｃ
、
岡
山
自
動

～
久
世
Ｉ
Ｃ
、
岡
山
自
動
車

道
有
漢
Ｉ
Ｃ
～
北
房
Ｊ

道
有
漢
Ｉ
Ｃ
～
北
房
Ｊ
Ｃ

Ｔ
。施

工
内
容
は
、
切
削
オ

　
施
工
内
容
は
、
切
削
オ
ー

バ
ー
レ
イ
工
（

バ
ー
レ
イ
工
（
６
万
３
１
３
１
０

８
釈
）
、
レ
ベ
リ
ン
グ
工
（

）
、
レ
ベ
リ
ン
グ
工
（
７

５
９
５
９
ｔ
）
、
床
版
防
水
工
（

ｔ
）
、
床
版
防
水
工
（
９

２
１
２
１
６
釈
）
、
路
面
標
示

）
、
路
面
標
示
工

（
２
万
１
６
７
９

１
６
７
９
ｍ
）
、
床

ｍ
）
、
床
版

補
修
工
（

補
修
工
（
２
万
３
８
２

３
８
２
０

Ｌ
）
と
な
る
。
工
期

Ｌ
）
と
な
る
。
工
期
は
　
月
1212

１
日
か
ら

日
か
ら
２
０
２
５

２
０
２
５
年
２
月

　
日
ま
で

日
ま
で
。
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